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タ
レ
ン
ト
の
タ
モ
リ
氏
の
言
葉
「
新

し
い
戦
前
」
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
戦
争

を
は
じ
め
と
す
る
世
界
情
勢
や
、
防
衛

力
整
備
・
強
化
に
向
け
て
予
算
を
10
兆

円
規
模
に
倍
増
さ
せ
る
日
本
政
府
の
方

針
が
背
景
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　

筆
者
は
、
長
年
福
祉
の
仕
事
に
従
事

す
る
な
か
で
、
人
々
の
尊
厳
と
幸
せ
は

平
和
な
社
会
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

と
強
く
実
感
す
る
。
国
際
間
の
緊
張
を

高
め
る
前
に
な
す
べ
き
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
る
と
も
思
う
。

　

防
衛
力
強
化
に
関
す
る
世
論
調
査
か

ら
は
、
そ
の
強
化
自
体
は
肯
定
し
つ
つ

も
防
衛
費
の
増
額
は
、
多
数
が
反
対
す

る
と
い
う
ね
じ
れ
た
意
識
が
み
ら
れ
る
。

重
大
な
社
会
の
あ
り
方
は
国
民
自
身
が

決
定
し
同
時
に
主
権
者
と
し
て
の
責
任

を
負
う
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
国
民
の
理

解
が
深
ま
っ
て
い
な
い
証
左
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
長
期
に
わ
た
っ
て
公
債
や

借
入
金
に
依
存
す
る
体
質
に
国
民
が
慣

れ
、
政
治
無
関
心
の
「
他
人
事
」
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
る
。

　

地
域
福
祉
は
「
住
民
」
が
主
人
公
と

な
っ
て
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
に
そ
の
生
命
線
が
あ
る
。
成
熟

し
た
民
主
主
義
社
会
の
形
成
に
寄
与
す

る
観
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

京都の
福祉福祉

支える人を支える
▼ 

２
ペ
ー
ジ

『京都の福祉』は福祉関係者に福祉の課題や情報を提供する
「京都府社会福祉協議会」（府社協）が発行する広報誌です 重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

も
え
く
さ

●
D
X
で
何
が
変
わ
っ
た
？ 

〜
導
入
し
た
２
つ
の
法
人
に
聞
い
た
〜 

▼
８
ペ
ー
ジ

●
今
月
の「
ふ
く
し
び
と
」は
吉
田
真
作
さ
ん 

▼
11
ペ
ー
ジ
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第５次中期計画

　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
市
町
村

に
お
い
て
、
既
存
の
相
談
支
援
等
の
取
り
組

み
を
活
か
し
、
地
域
住
民
の
複
雑
化
・
複
合

化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
包
括
的
な

支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

●
相
談
支
援
（
属
性
や
世
代
を
問
わ
な
い
相

談
の
受
け
止
め
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
実
施
、

多
機
関
協
働
）

●
参
加
支
援
（
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上

で
困
難
を
有
す
る
者
へ
の
社
会
参
加
へ
の
支

援
）

●
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
（
交
流
・
参

加
・
学
び
の
機
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）

を
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
は
個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
機
能
す
る
の
で

は
な
く
、
一
体
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
一
層

の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

近
年
、
８
０
５
０
問
題
、
虐
待
、
社
会
的

孤
立
な
ど
住
民
の
抱
え
る
生
活
課
題
・
福
祉

課
題
は
そ
の
要
因
が
一
つ
で
は
な
く
複
合
的

な
要
素
が
絡
ま
り
あ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い

る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
世
代
や
属
性
で
区
切

ら
れ
た
相
談
受
付
で
は
な
く
、
ど
の
相
談
窓

口
か
ら
入
っ
て
も
適
切
な
支
援
先
に
つ
な
げ

る
こ
と
（
＝
包
括
的
相
談
支
援
）
や
相
談
者

が
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
こ
と

（
＝
参
加
支
援
）、
世
代
や
属
性
を
超
え
て
交

流
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
（
＝
地
域
づ
く
り

支
援
）
な
ど
が
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る

一
歩
に
な
り
ま
す
。

　

支
援
が
届
い
て
い
な
い
人
に
届
け
る
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
（
＝
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た

継
続
的
支
援
）
や
様
々
な
関
係
機
関
が
連
携

し
て
受
け
止
め
る
体
制
づ
く
り
（
＝
多
機
関

協
働
）を
市
町
村
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
で
、

よ
り
充
実
し
た
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
が
地
域
の

課
題
を
一
緒
に
考
え
て
取
り
組
み
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
地
域

づ
く
り
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

京
都
府
社
協
で
は
、
令
和
４
年
度
に
京
都

府
よ
り
「
重
層
的
支
援
体
制
構
築
市
町
村
後

方
支
援
事
業
」
の
委
託
を
受
け
、
府
内
の
市

町
村
や
市
町
村
社
協
等
が
協
力
し
な
が
ら
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進
に
取
り
組

め
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
「
重
層
的
支
援
体
制
構
築
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」、「
市
町
村
間
情
報

共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」、「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
の
推
進
に
か
か
る
情
報
発

信
・
広
報
」
を
実
施
し
、
市
町
村
が
事
業
に

取
り
組
む
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
し
て
計
画
を

立
て
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

重
層
的
支
援
体
制
構
築
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

重
層
的
支
援
体
制

　
整
備
事
業
の
推
進

　

少
子
化
・
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
地
域
の
衰
退
さ
ら
に

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な
ど
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
住
民
の
暮
ら
し
の

中
で
の
困
り
ご
と
も
複
雑
化
、
多
様
化
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

福
祉
制
度
は
、
高
齢
・
障
害
・
児
童
等
の
分
野
ご
と
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
既

存
の
制
度
の
対
象
に
な
り
に
く
い
課
題
は
制
度
の
狭
間
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
、
分
野
横
断
的
な
支
援
体
制
の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
で
、
市

町
村
に
お
い
て
包
括
的
支
援
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
は
、
包
括
的
支
援
体
制
を
さ
ら
に
具
体
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
福
祉
活
動
を
進
め
る
た
め
に
令
和
３
年
４
月

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

遣
事
業
は
こ
れ
ま
で
に
９
市
町
村
（
福
知
山

市
、
舞
鶴
市
、
亀
岡
市
、
長
岡
京
市
、
京
丹

後
市
、
木
津
川
市
、
精
華
町
、
南
山
城
村
、

与
謝
野
町
）
が
活
用
し
て
い
ま
す
。（
予
定

含
む
）

　

ま
た
、
市
町
村
間
情
報
共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
は
、
市
町
村
に
お
け
る
重
層
的
な
支

援
体
制
を
構
築
す
る
意
義
を
確
認
す
る
た

め
、
行
政
機
関
職
員
・
社
協
職
員
等
を
対
象

に
、
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
制

度
概
要
及
び
先
進
事
例
を
学
ぶ
場
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

 　

第
１
回
目
の
会
議
で
は
、「
モ
デ
ル
事
業

の
取
り
組
み
の
経
験
か
ら
考
え
た
連
携
体
制

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
長
野
県
伊
那
市
か
ら

実
践
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
野
県
伊
那
市
で
は
、「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、
平
成
29
年
度
か
ら
包
括
的

支
援
体
制
構
築
の
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組

み
、
令
和
４
年
度
か
ら
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
向
上
と
市
民
相
互
の
交
流
促

進
を
目
的
と
し
て
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」、「
社
会
福
祉
協
議
会
（
地
域
福
祉

課
）」、「
子
ど
も
相
談
室
」、「
公
証
役
場
」

を
一
か
所
に
ま
と
め
、
福
祉
の
総
合
相
談
を

行
う
拠
点
と
し
て
「
福
祉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
を
令
和
３
年
度
に
設
置
し
ま
し
た
。

拠
点
を
一
つ
に
し
た
こ
と
で
多
機
関
の
連
携

が
進
み
、
官
民
協
働
の
支
援
体
制
の
検
討
や

ケ
ー
ス
会
議
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
市
役
所
と

の
連
携
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
I
C
T
を

活
用
し
、
24
時
間
オ
ン
ラ
イ
ン
で
連
絡
が
取

れ
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し
た
。
市
役
所
に

来
ら
れ
た
市
民
か
ら
の
相
談
に
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
対
応
で
き
、
効
果
的
に
I
C
T
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
目
の
会
議
で
は
、「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
実
施
自
治
体
等
に
お
け
る
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
、
大
阪
府
大
阪
狭
山
市
・
市

社
協
及
び
福
井
県
坂
井
市
社
協
か
ら
実
践
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
阪
狭
山
市
で
は
、
新
し
い
も
の
を
つ
く

る
の
で
は
な
く
、
今
あ
る
も
の
を
活
用
、
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ

に
、
分
野
別
に
行
っ
て
き
た
相
談
支
援
を
一

体
的
に
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

複
合
化
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
令
和
３
年
度
か
ら
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
を
市
社
協
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、

市
役
所
の
関
係
各
部
署
及
び
各
相
談
支
援
機

関
に
「
重
層
支
援
担
当
者
」
を
配
置
し
、
担

当
者
間
で
支
援
経
過
の
共
有
及
び
協
働
・
連

携
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
社
協
で
は
、
地
域
づ
く
り
こ
そ
社
協
の

本
分
で
あ
る
と
の
位
置
づ
け
を
再
確
認
し
、

行
政
と
の
連
携
を
密
に
し
て
「
相
談
者
を
真

ん
中
」
に
お
い
て
、
地
域
で
暮
ら
す
人
が
互

い
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
と
は
何
か

事
業
推
進
の
た
め
の
後
方
支
援

　

～
京
都
府
社
協
の
取
り
組
み
～

市
町
村
間
情
報
共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
様
子

第
１
回
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　

～
先
進
地
の
取
り
組
み
紹
介
①
～

第
２
回
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　

～
先
進
地
の
取
り
組
み
紹
介
②
～

重層的支援体制整備事業のイメージ（全体）

地域住民

アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業
継続的な伴走による支援

包括的相談支援事業

世代や属性を超えた相談を
受け止め、必要な機関につなぐ

参加支援事業

つながりや参加の支援。狭間のニー
ズにも対応する参加支援を強化

多機関協働事業

中核の機能を担い、
相談支援関係者へ
連携・つなぎ

相談支援機関B

相談支援機関A

相談支援機関C

消費者相談

多文化共生

若年者支援

保健・医療教育

地方創生

観光

環境

まちづくり

農業

日常の暮らしの中での支え合い

コミュニティ（サークル活動など）

居場所をはじめとする
多様な場づくり

地域づくり事業
地域づくりを
コーディネート

就労支援

居場所

居住支援

多分野協働の
プラットフォーム

保健・医療

場や居場所の機能

重層的支援会議

新

新

新

調整

調整

23
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ま
す
。

　

福
井
県
坂
井
市
社
協
か
ら
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
取
り

組
み
、
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
に
設

置
し
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
中

心
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
重
層
的
支
援
を
行
政
や
社

協
等
の
関
係
機
関
の
み
で
実
施
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
住
民
と
協
働
し
て
行
う
こ
と

で
、
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
住
民
主

体
の
地
域
福
祉
推
進
」
の
具
現
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
構
築
し
た
支
援
体
制

を
活
か
し
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
市
社
協
の
存
在
を
福
祉
分
野
以
外
の

人
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
多
様
化
す
る
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
よ
り
地
域
住
民
の
声
や
思

い
を
政
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
既

存
の
仕
組
み
（
専
門
性
）
を
活
か
し
つ
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
少
し
広
げ「
の
り
し
ろ
」

を
出
し
合
う
こ
と
で
、制
度
の
狭
間
を
埋
め
、

誰
も
取
り
残
さ
な
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

長
岡
京
市
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
へ
の
移
行
準
備
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
４
年
７
月
に

庁
内
研
修
会
を
開
催
し
、
京
都
府
か
ら
事
業

の
説
明
や
先
進
事
例
の
紹
介
、
長
岡
京
市
か

ら
検
討
中
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
地
域
住
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
い
る
複
合
的
な
課
題
に
つ
い
て
庁

内
で
の
課
題
共
有
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

重
層
的
支
援
体
制
構
築
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

山
下
憲
昭
氏
か
ら
「
全
庁
的
な
協
力
体
制
を

構
築
し
て
い
く
た
め
に
、
福
祉
部
局
以
外
の

協
力
も
得
な
が
ら
、
複
合
的
な
課
題
を
各
担

当
が
出
し
合
い
、
課
題
の
共
有
を
行
う
こ
と

で
相
互
の
理
解
を
深
め
、
分
野
別
の
事
業
を

連
動
し
た
取
り
組
み
に
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
」
と
の
助
言
を
い
た
だ
き
、
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
目
的
や

心
構
え
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
長
岡
京
市
で
は
複
雑
化
す
る
支

援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
行

政
、
社
協
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
や
就
労
支
援

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
N
P
O
法
人
が
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
各
々
の
活
動

内
容
の
相
互
理
解
や
地
域
課
題
の
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
は
、
専
門
職
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
多

様
な
活
動
者
の
参
加
が
包
括
的
な
支
援
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
い
う
理
念
を
大
切
に
し

て
、
支
援
者
や
活
動
者
が
日
頃
感
じ
て
い
る

課
題
や
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、

自
発
的
な
参
加
支
援
事
業
な
ど
の
取
り
組
み

が
生
み
出
せ
る
「
場
」
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

 　

現
在
、
京
都
府
内
に
お
い
て
重
層
的
な
支

援
体
制
整
備
事
業
の
実
施
に
向
け
た
移
行
準

備
事
業
に
取
り
組
む
市
町
村
は
４
市
町
（
福

知
山
市
、
亀
岡
市
、
長
岡
京
市
、
精
華
町
）

あ
り
、令
和
５
年
度
よ
り
１
市
（
長
岡
京
市
）

が
本
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
社
協
が
京
都
府
内
の
市
町
村
を
対

象
に
実
施
し
た
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

に
係
る
調
査
で
は
、
地
域
共
生
社
会
実
現
に

向
け
た
地
域
福
祉
課
題
と
し
て
、
①
既
存
の

福
祉
制
度
で
は
解
決
が
難
し
い
制
度
の
狭
間

と
な
っ
て
い
る
相
談
の
増
加
に
よ
り
、
単
一

の
相
談
機
関
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
状

況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
、
②
地
域
福
祉
活
動

者
の
高
齢
化
、
減
少
、
次
世
代
の
担
い
手
の

育
成
・
確
保
、
③
中
山
間
地
域
の
交
通
手
段

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
地
域
福
祉
課

題
の
解
決
に
向
け
た
関
係
機
関
に
よ
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
や
、
暮
ら
し
の
身

近
な
居
場
所
づ
く
り
、
見
守
り
活
動
、
担
い

手
の
育
成
等
を
地
域
住
民
の
方
々
と
と
も
に

作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
京
都
府
社

協
は
、
各
地
の
取
り
組
み
や
政
策
動
向
等
を

紹
介
・
提
供
す
る
と
と
も
に
、
府
や
市
町

村
、
市
町
村
社
協
等
の
関
係
機
関
と
と
も
に

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

京
都
府
内
の
取
り
組
み
状
況

　

～
長
岡
京
市
の
取
り
組
み
～

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

先進地の取り組み報告の様子

長岡京市で実施されたプラットホーム会議の様子

　

小
地
域
福
祉
活
動
の
実
践
者
や
社
会

福
祉
協
議
会
関
係
者
が
福
祉
課
題
や
日

頃
の
地
域
福
祉
活
動
を
テ
ー
マ
に
交
流

し
、
地
域
の
福
祉
活
動
を
さ
ら
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
5
年
1

月
21
日
（
土
）、
精
華
町
に
お
い
て
、

第
10
回
き
ょ
う
と
地
域
福
祉
活
動
実
践

交
流
会
を
京
都
府
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
連
合
会
等
と
共
同
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

京
都
府
内
全
て
の
市
町
村
社
協
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
、
見
守
り
活
動
や
サ

ロ
ン
活
動
等
に
取
り
組
む
活
動
者
約

5
0
0
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
ご
近
所
福
祉
ク
リ
エ
ー
タ
ー

の
酒
井
保
氏
か
ら
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
今
、
地
域
福
祉
活
動
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
地
域
福
祉
活
動
を
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
山
城
南
地
域
で
活
動
す
る
山
城
小

助
け
隊
ア
ッ
ピ
ー
（
木
津
川
市
）、
株

式
会
社
花
駒
（
精
華
町
）、
わ
か
み
な

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
和
束
町
・
笠
置
町
・
南

山
城
村
）
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

実
践
さ
れ
た
活
動
な
ど
新
た
な
地
域
福

祉
活
動
を
創
造
し
て
い
る
実
践
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
ご
と

に
講
演
、
実
践
報
告
に
つ
い
て
の
感
想

を
出
し
合
い
、
さ
ら
に
各
会
場
と
の
意

見
交
換
を
と
お
し
て
、
地
域
福
祉
活
動

に
よ
る
人
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
地

域
の
健
康
づ
く
り
に
も
関
係
し
て
い
る

「
お
茶
の
京
都
か
ら
元
気
発
信
～

 

さ
あ
！
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
新
し
い
活
動
へ
～
」を
開
催

第
１０
回
き
ょ
う
と
地
域
福
祉
活
動
実
践
交
流
会

こ
と
や
、
他
の
活
動
団
体
と
情
報
交
換

を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
た
い
こ
と
を
語
り
合
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
重
層
的
支
援
体
制
構
築
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
下
憲
昭
氏
か
ら
、
地

域
福
祉
に
大
切
な
地
域
づ
く
り
の
ポ
イ

ン
ト
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
身
近
な
地

域
福
祉
活
動
が
重
層
的
支
援
体
制
の
基

盤
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を
深
め
る
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
。

府内全 25
　市町村から
　　　　参加！

45



２
０
２
２
年
12
月
に
京
都
・
岡
崎
公
園
の
美
術
館
、
劇
場
、
図
書
館
、
動
物
園
な
ど
で
「
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
、
多
様
性
や
共
生
社
会
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
る
18
日
間
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
⇄
＿
（
コ
ネ
ク
ト
）」。
本
会
が
実
行
委
員
会
に
参
画
す
る
「
京
都
と
っ
て
お
き
の
芸
術
祭
」
も
含
め
て
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
府
社
協
の
掲
げ
る
「
多
様
性
を
認
め
合
い
、
思
い
や
り
を
大
切
に
す
る

地
域
づ
く
り
」
の
ヒ
ン
ト
を
求
め
て
、
府
社
協
職
員
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
・
鑑
賞
し
、
誰
も
取
り
残
さ
な
い

共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
に
思
考
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
人
と
作
品
を
鑑
賞
す
る
と

自
分
で
気
づ
け
な
い
こ
と
に

気
づ
け
る
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。

京
都
国
立
近
代
美
術
館 

学
芸
課

研
究
員 

松
山
沙
樹
さ
ん

ロームシアター京都「『きこえなかったあの日』上映会＆感想シェア」
災害の困難の渦中にいた耳の聞こえない人たちの記録映画
上映と当事者を交えた感想シェア。

　災害やコロナ禍という出来事が、聞こえない人に与える
影響は、想像以上に大きいものでした。改めて、“被災者”
という枠組が、一人一人の生きづらさや可能性を見えにく
くしていると考えさせられました。
　感想シェアの時間では、「隣の人がこんな風に感じたん
だ」という驚きや発見があり、自分が知らないことやわかっ
たつもりのことが多いと気付かされました。一歩踏み出し
対話することで、互いの理解を深めていくことの大切さを
体感しました。小さな気付きがあれば、人は、社会は、変
わる。そんな希望を感じる時間でした。（北尾）

京都府立図書館での「想像する文字展」
文字を題材にした障害をもつ作家９名による展覧会。（龍
谷大学ユヌスソーシャルビジネスリサーチセンター主催）

　多種多様な作品一
つ一つをじっくり見
ると、たくさんの言葉
やストーリー。好きな
言葉なのかな？とか、
楽しいことがあった
のかな？など、描かれ
た文字からいろんなことを想像しながら楽しみました。
　図書館に来た人が何気なくアートを楽しめる空間になっ
ていて、身近なところでアートに触れられる機会がもっと
広がってほしいと思いました。（浅見）

京都国立近代美術館「『無視覚流』で楽しむ！京風まちあるき」
視覚を使わずにアートを全身で感じるワークショップ。

　普段、見るものだと
思い込んでいたアート。
不安な気持ちでワーク
ショップに参加しました
が、「触る」「聴く」「つな
がる」感覚を研ぎ澄まし、
新しい芸術の楽しみ方を
知りました。
　「まちまちな人が歩くから『まちあるき』」と話す全盲の
講師の方もとても素敵で、近い将来に芸術の楽しみ方はも
ちろん、「社会のスタンダードが変わっていく」と確信。
そこに府社協がどう関わっていけるのか、私たちの感性を
アップデートしていく重要性を感じました。（鈴木）

障 害 の あ る 人 も な い 人 も 楽 し め る 展 示 や 体 験

開催されました！
が

　

京
都
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
⇄
＿
は
３
回

目
の
開
催
で
す
。
２
０
２
０
年
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
初
め
て
流
行
し
た
年
に
始
ま

り
ま
し
た
。

　

実
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
⇄
＿
に
は
前
身

が
あ
り
ま
す
。
東
京
・
六
本
木
の
国
立
新

美
術
館
で
、
２
０
１
６
年
〜
１
９
年
に
４
回

に
わ
た
っ
て
文
化
庁
が
主
催
し
て
開
催
さ
れ

た
、
共
生
社
会
や
文
化
の
多
様
性
に
つ
い
て

の
展
覧
会
「
こ
こ
か
ら
展
」
で
す
。
文
化
庁

の
京
都
移
転
に
伴
い
、「
ぜ
ひ
関
西
で
一
緒
に
」

と
い
う
提
案
を
、
文
化
庁
か
ら
受
け
ま
し
た
。

「
障
害
・
表
現
・
共
生
を
考
え
る
」
と
い
う

趣
旨
を
引
き
継
ぎ
、
京
都
ら
し
く
捉
え
直
し

た
の
が
こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
⇄
＿
で
す
。

　

京
都
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
岡
崎
公
園
一

帯
に
文
化
施
設
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。公
園
内
の
文
化
施
設
に
声
を
か
け
、

お
の
お
の
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
を
考

案
。
３
回
目
の
今
年
は
、
７
つ
の
施
設
の
特

徴
が
生
き
た
17
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

京
都
国
立
近
代
美
術
館
が
行
っ
た
４
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
が
、
私
が
担
当
し
た

「『
無
視
覚
流
』
で
楽
し
む
！
京
風
ま
ち
あ
る

き
」
で
す
。
参
加
者
は
２
人
１
組
に
な
り
、

ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
視
覚
を
使
わ
ず
に
文
化

や
ア
ー
ト
を
感
じ
な
が
ら
岡
崎
エ
リ
ア
を
歩

き
ま
し
た
。

　

見
え
る
人
と
見
え
な
い
人
が
一
緒
に
楽
し

む
こ
と
で
、
鑑
賞
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。
条

件
が
違
う
他
者
と
、
感
想
や
意
見
を
交
わ
す

こ
と
で
、
私
自
身
「
見
え
て
い
る
と
思
い
込

ん
で
い
た
け
れ
ど
、
見
え
て
い
な
い
も
の
の

多
さ
」
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
よ
う
な
普
段

美
術
館
に
来
る
こ
と
が
少
な
い
人
や
、
人
生

経
験
が
違
う
人
が
集
ま
る
こ
と
で
自
分
で
は

気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
自
分
の

な
か
の
当
た
り
前
が
揺
ら
ぐ
感
覚
が
あ
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
見
え
な
い
人
に
「
そ
の
説
明
で

は
わ
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
な
ら
ば
、
感

じ
た
こ
と
を
よ
り
言
語
化
す
る
必
要
が
出
て

き
ま
す
。
そ
れ
は
、
鑑
賞
の
精
度
を
上
げ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
は
西
洋
美
術
史
を
学
ん
だ
の
ち
に
、
美

術
館
で
の
教
育
普
及
を
専
門
に
研
究
し
て
い

ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
い
っ
た

背
景
が
違
う
人
た
ち
が
一
緒
に
作
品
鑑
賞
す

る
こ
と
で
、
美
術
館
で
の
経
験
が
豊
か
に
な

る
。
そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、

人
と
人
が
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
⇄
＿
に
は
、
大
き
な
可
能
性
を
感

じ
て
い
ま
す
。

「京都とっておきの芸術祭」
今年で28回目の障害の有無にかかわらない交流の場とし
て親しまれてきた公募展。絵画、陶芸、写真、書、俳句、川柳、
諸工芸といった部門の作品がみやこめっせに集まった。

　芸術祭をとおして、「障
害」の枠を超え、同じ社会
で生活する生活者として
つながり、尊重し合える
機会でした。どの作品も、
個性豊かで、一つ一つの作

品が、自分らしさを表現されており感銘を受けました。
　芸術文化を京都から発信
できた良い機会でした。
　私たちも芸術文化から地
域共生社会の実現のために
できることを考えていきた
いと思います。（黒田）

　「孔雀」。知事賞に輝い
たこの絵は鮮やかな色合
いです。写真の部はどれも
みな素敵で自分もその撮
影場所に一緒にいるかの
ような錯覚を覚えました。

作者が誰であっても出来上がったアートが自分の感性に響
くものであれば、安らぎや癒し、
ひらめきや活力を生み出す源泉
になります。障害の有無にかか
わらず、生活を豊かにする取り
組みや場面をもっと創造してい
きたいと思いました。（神戸）

京都国立近代美術館「筆談鑑賞会 かく⇄みる⇄つながる」
作品の印象や浮かんだ疑問について、大きな模造紙に文字
や絵を「かく」ことで伝え合う筆談鑑賞会。

　自分の感想に別の人の感想
が書き足され、それにまた質
問や共感のコメントがつき…。
参加者とリアルタイムにつな
がる感覚がありました。
　筆談という方法を取ったこ
とで、手話が出来なくても、

耳が聞こえなくても、お互いが「そ
のままで」コミュニケーションを
取ることができる空間でした。
　私たち府社協からもそんな空間
や出会いの機会を創出していきた
いです。（濱本）

府社協メンバーが実際に体験してきました！

共生社会の実現のために
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・
全
職
員
が
対
象
者
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
迅
速
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
と
と
も
に
、
職
員
の
業
務
の
標

準
化
が
で
き
た
。

・
転
倒
リ
ス
ク
が
低
く
な
る
こ
と
で
、

ご
入
居
者
や
職
員
の
精
神
的
・
身
体
的

不
安
が
軽
減
さ
れ
た
。

・
チ
ャ
ッ
ト
機
能
が
あ
り
、
病
院
や
電
車
な
ど
で

音
声
で
の
や
り
と
り
が
憚
ら
れ
る
場
面
で
も
情
報

共
有
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
全
職
員
へ
一
斉
に
共
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
個

別
で
の
や
り
と
り
が
可
能
な
た
め
、
シ
ー
ン
に
合

わ
せ
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
情
報
共
有
を
密

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
音
声
情
報
以
外
に
も
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
写
真

を
共
有
で
き
る
た
め
、
情
報
が
よ
り
理
解
し
や
す

く
な
っ
た
。
ま
た
、
記
録
の
質
の
向
上
に
も
つ
な

が
っ
た
。

職
員
と
利
用
者
の
体
格
の
差
か
ら
、
移

乗
を
担
当
す
る
職
員
が
限
ら
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
。

二
人
介
護
及
び
介
助
方
法
の
統
一
化
が

困
難
。（
ご
入
居
者
へ
の
負
担
）

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
型
イ
ン
カ
ム
で
は
音
声
情
報
の

み
の
や
り
と
り
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
ず
、
業
務
改
善
活
動
を
行
う
目
的
に

つ
い
て
、
福
祉
業
界
に
お
け
る
生
産
性
の

向
上
と
は
人
員
削
減
な
ど
で
は
な
く
、「
一

人
で
も
多
く
の
利
用
者
に
質
の
高
い
ケ
ア

を
届
け
る
」
こ
と
で
あ
る
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
質
の
高
い
ケ
ア
を
届

け
る
た
め
に
は
、
職
員
が
落
ち
着
い
て
考

え
ら
れ
る
職
場
環
境
が
大
切
で
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
業
務

改
善
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
の

お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
業
務
改
善
活
動
を
行
う
際
の

留
意
点
に
つ
い
て
、「
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー

チ
」
と
い
う
単
語
が
頻
繁
に
登
場
し
ま
し

・
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
で
き
る
の
で
、
必
要

な
職
員
に
必
要
な
情
報
が
す
ぐ
に
共
有

で
き
る
。

・
回
覧
物
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
探
す

必
要
が
な
く
、
誰
が
見
た
か
分
か
る
。

・
個
人
携
帯
（
L
I
N
E
）
の
業
務
的

な
使
用
と
の
差
別
化
で
、
個
人
情
報
の

漏
洩
の
防
止
等
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

な
る
。（
管
理
権
限
設
定
や
利
用
制
限
、
一
元
管
理
、

退
職
者
対
応
な
ど
）

・
チ
ャ
ッ
ト
機
能
で
職
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
密
に
な
っ
た
。（
タ
イ

ム
リ
ー
）

・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
業
務
効
率
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で
の
会
議
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

及
び
各
委
員
会
活
動
も
継
続
可
能
。

・
以
前
は
ど
ん
な
状
況
で
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
っ
て
い
る
か
分

か
ら
な
か
っ
た
が
、
シ
ル
エ
ッ
ト
映
像
に
よ
り
ど
ん
な
状

況
な
の
か
分
か
る
た
め
、
精
神
的
圧
迫
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

・
シ
ル
エ
ッ
ト
動
画
を
確
認
で
き
る
た
め
、
万
一
事
故
が

起
こ
っ
て
も
事
故
原
因
の
把
握
・
対
策
が
行
い
や
す
く
、

再
発
防
止
が
期
待
で
き
る
。

交
代
勤
務
の
際
に
情
報
の
引
き
継
ぎ
が

う
ま
く
い
か
な
い
場
合
や
回
覧
物
の
回

覧
状
況
に
よ
っ
て
、
職
員
間
に
情
報
の

差
が
あ
っ
た
。

ア
ラ
ー
ト
が
反
応
し
た
場
合
ど
ん
な
状
況
か
分
か
ら
な
い

た
め
、
毎
回
職
員
が
駆
け
つ
け
、
ス
ト
レ
ス
や
不
安
・
負

担
の
要
因
に
な
っ
て
い
た
。

　

シ
ス
テ
ム
は
導
入
が
ゴ
ー
ル
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
既
存
の
勤
怠
ソ

フ
ト
や
介
護
記
録
ソ
フ
ト
等
、
使

い
こ
な
し
た
り
根
付
か
せ
た
り
す

る
た
め
に
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
採
用
し
ま
し
た
。
既
存
の
パ

ソ
コ
ン
、
サ
ー
バ
ー
、
コ
ピ
ー
機
、

カ
メ
ラ
等
々
今
ま
で
使
い
こ
な
せ

な
か
っ
た
機
能
が
あ
り
、
紙
の
削

減
や
排
出
ト
レ
ー
か
ら
自
分
の
資

料
を
探
す
時
間
の
削
減
な
ど
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
現
場
が
何
を
求

め
て
い
る
か
が
分
か
る
と
、
ど
ん

ど
ん
シ
ス
テ
ム
化
し
て
い
っ
て
く

れ
ま
す
。

倣襄会  特別養護老人ホームあゆみ
荻原理 施設長からのひとこと

南山城学園　紡　村地正浩 施設長からのひとこと

DX（デジタルトランスフォーメーション）とは、

デジタル技術によって企業・法人の提供する製品やサービス、ビジネスモデルそのものの変革を起こす、

「質的変化」を目的とするものです。国は支援の質の向上や業務負担軽減、働きやすい職場づくりのため福祉分野の DX 化

を重要視しており、京都府でも福祉分野の施設にデジタル化に対する助成事業を行うなどして、DX 化を進めています。

そこで、京都府内の２施設に導入しようと思ったきっかけ、導入後の変化について伺いました。

で何が変わった？DXDX
導入した 2 つの法人に聞いた

た
。
I
C
T
を
導
入
す
る
前
の
準
備
期

間
に
職
員
の
思
い
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
あ
り
、
職
場
の
現
状
に
関
す

る
職
員
の
気
づ
き
を
共
有
し
、「
こ
ん
な

風
に
職
場
が
変
わ
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
を
出
し
合
う
時
間
を
と
る
こ

と
や
経
営
者
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
現
場
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
「
利
用
者
の
満
足
」

を
軸
に
話
を
進
め
る
な
ど
、
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
大
切
さ
も
学
び
ま
し

た
。

　

よ
り
質
の
高
い
ケ
ア
を
届
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
ま
ず
は
職
員
で
思
い
を
出
し

合
う
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

D
X
を
テ
ー
マ
と
し
た

　
　
　

研
修
を
実
施
！

 

導
入
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
採
用

 

導
入
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

 

導
入
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

 

導
入
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

導
入
後
の
変
化

導
入
後
の
変
化

導
入
後
の
変
化

導
入
後
の
変
化

　据置型リフトではないた
め、ベッドから車いすだけで
なく、トイレ、風呂への移動、
入浴の際にも使えます。

　Buddycom（バディコム）はスマ
ホやタブレットにダウンロードする
ことで、IP 無線機能を使うことが
できるアプリです。無線機のように
一斉に通話ができる他、映像や画像
なども共有ができます。

　パソコンやスマホ、タブレッ
トにアプリを入れ、アプリ内の
カレンダーやチャット機能、掲

床走行式移動リフト
1式  200万円

情報共有システム
LINE WORKS

100アカウントまで無料

さ
ら
に

　Neos+Care（ネオスケア）は、センサーカメラによ

り利用者のシルエット映像を見ることができ、設定し

た危険体位になるとアラートが鳴るというものです。

　端
※

座位や入退室を検知するとアラートが鳴るものか

ら、シルエット映像が確認でき、設定した危険体位に

なるとアラートが鳴るものに変更しました。
※端座位：いすやベッドなどの端に足をおろして座った姿勢

示板を使い、全体やグループに情報や予定を共有したり、
職員間のコミュニケーションを取るもの。全職員がプラ
イベートで LINE を既に利用しているため、導入に抵抗
がなく利用方法も簡易。職員のワークライフバランスを
守るためルールを決めて運用。

スマホアプリ型インカム Buddycom 
1 台あたり年間  1万3,200円

　トランシーバー型インカムからスマホアプリ型インカムに変更し
ました。日常的に使用するスマホを導入することで、デジタル機器
が苦手な職員にも馴染み、DX の足掛かりになるのではないかとい
う狙いもありました。

吉田 俊之 氏

令和４年度補助金情報

○
令
和
4
年
度
「
京
都
府
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援
事
業
」

○
令
和
4
年
度
「
中
小
企
業
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
」

○
京
都
府 

障
害
福
祉
分
野
の
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援
事
業

※
本
年
度
は
す
べ
て
申
請
期
間
終
了
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
町
村
に
よ
っ
て
は
右
記
と
は
別
に
助
成
金
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

…
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
及
び
I
C
T
機
器
の
導
入
に
係
る
費
用
に
対
し
て
の
補
助
金

（
対
象
：
京
都
府
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
）

…
専
門
家
を
派
遣
し
、
分
析
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
I
T
ツ
ー　
　

ル
の
選
定
か
ら
導
入
ま
で
を
支
援
。
そ
れ
に
対
す
る
補
助
金（
対
象
：
京
都
市
内
）

…
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
を
支
援
（
対
象
：
障
害
者
支
援
施
設
事
業
者
等
）

「
福
祉
職
場
で
の
Ｄ
Ｘ
活
用
も
学
べ
る
！
業
務
改
善
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
、業
務
改
善
・

D
X
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
今
年
度
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

（
株
）
N
T
T
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
吉
田
俊
之
氏

を
講
師
に
迎
え
、
業
務
改
善
を
行
う
目
的
や
業
務
改
善
を
行
う
際
の
留
意
点
な
ど
を

学
ぶ
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
学
ん
だ
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

見守り機器 Neos ＋ Care
5台  145万円 

DX の導入はあくまで手段です。その結果として、職員
が働きやすい環境となり、利用者様の暮らしの
質が向上することが大切だと考えます。
次年度はタブレットを導入し記録業務の省力
化を図り、利用者様と関わる時間を増やして
いけたらと考えています。

今までの世代はがむしゃらに働いてそれが当たり
前になっていました。それを見ている次の世代は

「ああなりたくない」と職を離れていってしまい
ます。これからの時代はワークライフバランス
を整えることも大切です。支援に対する思いは

変えず、手段については柔軟に変化させて
いきたいです。

89



　

1
月
7
日
、「
き
ょ
う
と
こ
ど
も
の
城
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
亀
岡
市
余
部
町
の
ガ
レ
リ

ア
亀
岡
で
開
催
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

に
取
り
組
む
団
体
や
住
民
、
民
生
児
童
委
員
協

議
会
、
行
政
、
市
町
村
社
協
等
か
ら
約
1
0
0

人
が
集
ま
り
活
動
報
告
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
は
主
催
の
京
都
府
社
会
福
祉

協
議
会
の
中
井
常
務
理
事
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長

期
化
し
子
ど
も
の
貧
困
と
孤
立
が
深
刻
化
す

る
現
在
こ
そ
、
府
社
協
が
目
指
す
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
か
い
、
子
ど
も
達
が
夢
や
希
望

を
描
け
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
、
伏
見
区
の
「
藤
の
木
子
ど
も

食
堂
」
の
山
内
忠
敏
代
表
理
事
は
、
夕
方
か
ら

夜
に
外
に
居
る
子
ど
も
達
へ
の
心
配
か
ら
始

ま
っ
た
市
営
住
宅
の
空
戸
を
活
用
し
た
「
藤
の

木
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
」
の
活
動
を
紹
介
。
子
ど

も
・
若
者
が
様
々
な
資
源
に
出
会
う
こ
と
の
で

き
る
拠
点
と
し
て
、
小
学
生
対
象
の
子
ど
も
食

堂
や
中
高
生
対
象
の
若
者
食
堂
を
定
期
的
に

開
催
し
、
今
後
は
空
戸
が
多
い
棟
を
福
祉
の
棟

に
す
る
構
想
を
進
行
し
て
い
る
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
京
都
府
ま
な
び
・
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」、

「
京
都
府
教
育
委
員
会
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
」
の
西
村
木
綿
子
氏
は
、
学
校
現
場

だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
子
ど
も
の
実
態
に
つ
い

て
話
し
、
生
き
づ
ら
さ
の
な
か
に
い
る
子
ど
も

達
の
尊
厳
と
命
を
、
地
域
を
巻
き
込
ん
で
守
る

実
践
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

続
く
実
践
報
告
で
は
、
南
丹
地
域
3
団
体

か
ら
各
々
の
地
域
性
や
個
性
を
活
か
し
た
活

動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、
報
告
者
の
熱
い
思
い

と
懸
命
な
実
践
に
会
場
に
は
深
い
共
感
が
広

が
り
ま
し
た
。

　

亀
岡
市
の「
N
P
O
亀
岡
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
」
の
杜
恵
美
子
理
事
長
は
、
地
域
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
い
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
対
象
者
の

居
場
所
機
能
を
担
っ
て
き
た
活
動
を
紹
介
、
全

て
の
大
人
が
社
会
の
親
に
な
り
、
全
て
の
社
会

の
子
を
守
る
必
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

南
丹
市
の
「
み
ん
な
のTERA

KOYA

お

お
い
が
わ
」
の
國
府
美
紀
代
表
は
、
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
の
当
事
者
及
び
家
族
の
支
援
か

ら
始
ま
っ
た
活
動
を
紹
介
し
、
自
然
豊
か
な
地

域
資
源
を
活
か
し
、
全
て
の
若
者
が
夢
や
希
望

を
叶
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
目

標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

京
丹
波
町
の
「
た
ん
ぽ
ぽ
広
場
」
の
稲
葉
瑠

美
代
表
は
、
1
0
0
人
を
超
え
る
グ
ル
ー
プ
ラ

イ
ン
を
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
励
ま
し
合
っ

て
子
ど
も
と
親
の
孤
立
を
防
い
で
き
た
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

2
市
1
町
の
社
協
職
員
か
ら
も
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
、
地
域
で
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
実
践
す
る
団
体
や
地
域
住
民
を
地
元
の

社
協
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
い
で
い
く
の
か
、
支

え
て
い
く
の
か
な
ど
社
協
の
重
要
な
役
割
に

つ
い
て
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

5
人
の
登
壇
者
全
て
の
活
動
に
共
通
す
る

目
的
は
、「
地
域
ぐ
る
み
で
主
役
の
子
ど
も
を

守
る
担
い
手
を
広
げ
る
こ
と
」
で
す
が
、
そ
の

視
点
や
方
法
は
様
々
で
あ
り
団
体
の
数
だ
け

存
在
し
て
い
ま
す
。今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

互
い
の
実
践
を
知
り
、
異
な
る
立
場
か
ら
の
支

援
方
法
を
理
解
し
、
横
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

こ
と
の
重
要
性
を
確
認
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

地域ぐるみで子どもの居場所づくり！
　画期的な情報交換イベント開催！

令和４年度　きょうとこどもの城づくりフォーラム

京都府まなび・生活アドバイザー
京都府教育委員会スクールソーシャルワーカー

西村木綿子氏

▲ 討論会では意見が飛び交った。

2023年1月7日@ガレリア亀岡

藤の木子ども食堂
　山内忠敏代表理事

ふくしびと 京都府内で福祉の現場で働く人たちの熱い想い、メッセージを生の声でお届けします。
夢中！
熱中 !

吉
よ し だ

田 真
し ん さ く

作さん介護福祉士

法
人
の
垣
根
を
越
え
て
、

介
護
業
界
の
魅
力
を

伝
え
て
い
き
た
い

　

木
津
芳
梅
園
で
働
い
て
６
年
目
を

迎
え
る
吉
田
真
作
さ
ん
は
、
大
学
時

代
に
教
員
免
許
を
取
得
し
た
経
歴
の

持
ち
主
で
す
。
福
祉
の
道
に
進
ん
だ

き
っ
か
け
を
訊
ね
て
み
る
と
…
…
。

　
「
正
直
な
と
こ
ろ
、
最
初
は
『
と

り
あ
え
ず
の
繋
ぎ
で
』
と
い
う
意
識

だ
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
実
際
に
働

い
て
み
た
ら
、
利
用
者
様
が
過
ご
し

や
す
く
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
介
護
の
仕

事
が
自
分
に
す
ご
く
合
っ
て
い
て
、

思
い
の
外
の
め
り
込
ん
だ
ん
で
す
。

今
で
は
天
職
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

利
用
者
が
安
心
で
快
適
な
生
活
を

過
ご
せ
る
た
め
に
、
寄
り
添
っ
た
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
吉

田
さ
ん
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
職
員
持
ち
回
り
で
担
当
す
る
の

で
す
が
、
私
は
『
他
の
人
と
は
被
ら

ず
、
斬
新
な
こ
と
で
楽
し
ん
で
も
ら

う
』
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

前
回
の
お
誕
生
日
会
で
開
催
し
た
た

い
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
見
事
に
大

盛
況
。
普
段
は
あ
ま
り
食
べ
な
い
利

用
者
様
も
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
れ

ま
し
た
（
笑
）。
普
段
と
は
違
っ
た

表
情
や
笑
顔
が
見
ら
れ
る
と
、
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
」

　

指
導
員
と
し
て
、
後
輩
の
育
成
に

も
力
を
注
ぐ
吉
田
さ
ん
。「
介
護
業

界
は
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

芳
梅
会
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
法
人
の

垣
根
を
越
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業

所
を
巻
き
込
ん
で
、
介
護
業
界
の
魅

力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

【施設名】（福）芳梅会　木津芳梅園
【場所】京都府木津川市鹿背山東大池 4-1
【URL】http://www.houbaikai.com/
【TEL】 0774-72-8246【FAX】0774-72-0153

◆この職場を選んだ決め手は？

◆職場のいいところ

◆休日の過ごし方

たまたま偶然のご縁が重なり、こちらにお
世話になっています。出会いに感謝です。

年齢層が幅広いので、いろいろな価値観
に触れられて、刺激を受けています。職
員同士の仲も良く、仕事終わりにテニスな
どをして一緒に体を動かしています。

インドアもアウトドアも両方好きで、最近
ハマっているキャンプに行って、漫画を
読んでいることもあります（笑）。

特別養護老人ホーム木津芳梅園
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情報一覧

　

令
和
５
年
１
月
20
日
、
公
益
社
団
法

人
日
本
青
年
会
議
所
会
員
２
万
人
が
集

う
京
都
会
議
が
京
都
国
際
会
館
で
開
催

さ
れ
、
強
く
し
な
や
か
な
国
土
創
造
委

員
会
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
京

都
府
社
協
の
中
井
敏
宏
常
務
理
事
（
京

都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
代

表
）
が
「
災
害
に
も
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
・
活
動
内
容
、

災
害
時
に
お
け
る
広
域
支
援
の
役
割
、

現
場
で
求
め
ら
れ
る
支
援
内
容
と
課
題
、

災
害
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
、
日
常
の
備

え
、
日
本
青
年
会
議
所
の
皆
さ
ん
と
協

働
し
た
い
点
な
ど
に
つ
い
て
発
信
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
青
年
会
議
所
の
強
く

し
な
や
か
な
国
土
創
造
委
員
会
の
河
野

委
員
長
、
京
都
市
消
防
局
の
目
片
自
主

防
災
推
進
課
長
と
中
井
常
務
な
ど
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
備
え
よ
常
に
」

を
合
言
葉
に
、
様
々
な
団
体
や
企
業
と

つ
な
が
り
を
深
め
な
が
ら
、
災
害
に
も

強
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

日
本
青
年
会
議
所
京
都
会
議
の

　
　
　
　
　
防
災
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演

TOPICS

「こんなこと今更聞くのは恥ずかしい…」そうなってしまう前に
社会人としてのビジネスマナーを基礎から学びましょう。

知らないと後で恥ずかしい!?
社会人としての基本の接遇研修

1コース：４月21日（金）９：50〜12：50
2コース：４月21日（金）13：50〜 16：30

日 時

会員 3,000 円　非会員 6,000 円費 用

京都府福祉人材・研修センターTEL：075-252-6296

足立 明美氏（一般社団法人 KYOEN）講 師

問合せ先

会 場 1コース：Zoomオンライン
2コース：京都教育文化センター（京都市左京区聖護院川原町4‒13）


